スピーカー スタンド 

AS-12EX 


ONKYO 

取扱説明書 


安全上のご注意 

安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをすると大変危険です。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のご注意」を必ずお守りください。 


「警告」と「注意」の見かた 

間違った使いかたをしたときに生じることが想定さ 
れる危険度や損害の程度によって、「警告」と「注意」 
に区分して説明しています。 



誤った使いかたをすると、 
火災•感電などにより死亡、 
または重傷を負う可能性が 
想定される内容です。 



誤った使いかたをすると、 
けがをしたり周辺の家財に 
損害を与える可能性が想定 
される内容です。 


絵表示の見かた 

△記号は「ご注意ください」 
という内容を表しています。 

A A 


高温注意感電注意 

〇記号は r 〜してはいけなし''」 
という禁止の内容を表してい 
ます。 

分解禁止ぬれ手禁止 

•記号は「必ずしてください」 
という強制内容を表していま 
す。 

電源プラグをコン必ずする 
セントから抜く 



■水蒸気や水のかかる所に置かない、本機の上に液 
体の入った容器を置かない 

本機に水滴や液体が入った場合、火災 • 感電 
の原因となります。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しない 
• 調理台や加湿器のそばには置かない 


水場での • 雨や雪な尸がかかる七 r ろで储田しない 



接続、設置に関するご注意 


■不安定な場所や振動する場所には設置しない 

Q 強度の足りないぐらついた台や振動する場所 
に置かないでください。 

本機が落下したり倒れたりして、けがの原因 

^ L となることがあります。 

禁止 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
/|\ 引っかかったりして、落下や転倒など事故の 
/ • \原因となることがあります。 

注意 



移動時のご注意 


■移動時は接続コードをはずす 

〇 コードが傷つき火災や感電の原因となりま 
す。 

必ずする 

■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

Q 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しな 
いで < ださい。 

落下や転倒してけがの原因となります。 
サラン ネッ トや スピーカーュニッ ト部を 
^ 持って移動させないでください。 


■ 本機のお手入れについて 

• 表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、 
固く絞って拭き取ったあと乾いた布で拭いてくだ 
さい。化学ぞうきんなどをお使いになる場合は、 
それに添付の注意書きなどに従ってください。 
•シンナー、 アルコール や スプレー 式殺虫剤を本機 
にかけないでください。塗装が落ちたり変形する 
ことがあります。 
























このたびは、スピーカースタンド AS - 1 2 EX をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。 

本スタンドをご使用になりますと、スピーカーの動作に伴う不要な振動を吸収するため、スピーカーを自 
由で自然な音色で鳴らすことができます。 


組み立てを始める前に 

V_ 


* 付属部品表を参照して付属品がそろっているかご確認ください。 

拳床や組み立て用部品を傷つけないように、布などを敷くか、ジュウタンの上で組み立ててください。 
•組み立てには中形プラスドライパーが必要です。 


付属部品表 

\ _ 


名称および形状 

数量 

名称及び形状 

数量 

ベース 

2 

柱 

2 

天板（大） （ D -212 EX 、 D -412 EX 等用） 

2 

天板（小） （ D -112 EX 、 D - l 12 EXLT □等用） 

2 

スパイク* 

6 

飾りナット％ 

@ Q © @ ® @ 

6 

ワッシャー0 

@ © © @ @ © 

6 

クッシヨン A 

8 

クッション巳 

6 

皿ネジ（天板と柱固定用 M 6 x 35 mm ) 

6 

バインドネジ（ベースと柱固定用 M 6 x 35 mm ) 

6 

バインドネジ（スピーカー落下防止用 M 5 x 40 mm ) 

/ / / / 

4 


スパイク、ワッシャー、飾りナットは仮組みした状態で包装されています。 


















i 組み立て手順 

V_ 


下図を参考に組み立ててください。左右共に組み立て方法は同じです。 




〇ベースにスパイクを取り付ける 

ベース底面からスパイクを差し込み、飾りナット 
で締め付けてください。 

このとき、飾りナットとベースの間にワッシャー 
を挟んでください。 

❷ベースに柱を取り付ける 

ベースと柱の3箇所の穴を合わせてバインドネジ 
を差し込み、プラスドライパーを使用して固定し 
ふ d 〇 

* — 

ご注意 

柱にフェルトクッションが貼り付けられている方が天板側 
です。方向に注意して組み立ててください。 

❸天板を柱に取り付ける 

柱と天板の3箇所の穴を合わせて皿ネジを差し込 
み、プラスドライバーを使用して固定します。 

•天板には（太)、（小）2種類があります。 
□-212EX' D-412EX 等には天板（大） 

D-l12EX、D -1 1 2 EX LTD 等には天板（ノ」、） 

を使用してください。 

❹ スピーカーの 固定 

D -212 EX 、 D -412 EX 等をご使用の場合は、付 
属のネジ（スピーカー落下防止用）で固定するこ 
とができます。 

天板2箇所の穴とスピーカー底面の穴を合わせて、 
付属のネジで固定してください。 

• D -1 1 2 EX、D-l 1 2 EX LTD 等をご使用の場合 
は、スピーカー底面に落下防止用ネジ穴は付い 
ておりません。 

固定する場合は、天板（小）の穴位置に合わせ 
て穴を開け、市販の木ネジで固定してください。 



フローリング床に直接設置すると、キズや設置跡が残ることがあります。 

付属のクッションを使用することをおすすめしますが、キズ、設置跡が残る場合もありますので、あらかじめご了承ください。 






















設置/お手入れについて 

\ _ 


設置について 

•本スピーカースタンドは不要な振動を吸収する弾性構造になっています。1 0.5 kg 以上のスピーカーは載 
せないでください。 

* 必ず床面が水平で安定した場所に設置してください。 

* フローリング床に直接設置するとキズや設置跡が残ることがあります。付属のクッションを使用するこ 
とをおすすめしますが、キズ、設置跡が残る場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

お手入れについて 

ホコリやゴミが付いたときは、柔らかい布などで丁寧にふき取ってください。家具用ワックスやベンジン、 
殺虫剤などの揮発性のものが付きますと、表面の塗装面が侵される場合がありますのでご注意ください。 
化学ぞうきんなどをお使いになる場合は、それに添付の注意書きなどをお読みください。 


主な仕様 


外形寸法： 400(幅 ） x 577(高さ ） x 357 (奥行き ) mm 
(最大外形） 

質 量： 5.5 kg (1 個） 

材 質 ： MDF (細密チップボード)、鉄、真鍮 

※仕様および外観は改良のため予告なしに変更することがあります。 


ご購入されたときにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日: 年月日 

こ'購入店名：_ 

Tel. _ ( _ ) 

メモ： 


ONKYO 

脚式含 

本社大阪府寝屋川市日新町 2-1 〒572-8540 



http^/www.jp.onkyo.com/ 


製品のご使用方法についてのお問い合わせ先：コールセンター 
» 050-3161 -9555 受付時間10: 00〜18:00 
(土•日•祝日•弊社の定める休業日を除きます） 

サービスとサポートのご案内： http :// www . jp . onkyo . com / support / 

SN 29400156 

( C ) Copyright 2009 ONKYO CORPORATION Japan . All rights reserved . 














































